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【 研究デザイン 】 
本研究は、van Manen (1991)の解釈学的現象学的方法に基づく質的研究である。 
 
【 方法 】 
重度脳損傷児本人に動きの意図を確認することはできないため、ケア提供者全
員に研究参加を依頼し、重症心身障害児者施設の１病棟にて 5か月間、3時間×21
回の参加観察と 15～45 分間×5 回のグループインタビューを実施した。研究参加












【 結果 】 










































    
したがって、本論文は博士（人間健康科学）の学位論文として価値あるものと認める。 
   なお、本学位授与申請者は、平成３０年２月８日実施の論文内容とそれに 
     関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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